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議
案
第
五
十
七
号

鼓
会
の
寮
長
の
報
創
及
び
愛
用
弁
仮
に
′
馳
す
る
条
例
の
7
部
改
正
に
つ
い
て

次
の
と
お
里
議
会
の
敵
兵
の
報
酬
及
び
穀
用
弁
俵
に
馳
す
る
条
例
の
7
恥
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
S
て
､

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
象
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
翁
一
項
の
規
定
に
ょ
少
､
本
態
会
の
轟
決

を
求
め
る
｡

昭
和
五
十
四
年
六
月
二
十
一
月
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町

　

長

松

　

　

　

村

成

悪
意
等
大
月
廿
首
席
棄
可
決

三
朝
町
銭
金
或
長
牧
田
嶺



'i-

融豊熟 苓ｾb�Z｢�

員長長 
･急運普 僞譎52�>��hﾉ;��､�,��

行貸通 
科及旅 
金び客 ■'~奄座両金貨普 

席料､､通 
指金特急旅 
定及別行客 
科び車料､連 

金座皇貸_普 ���
･ヽ､ 

指~金額旅 ��ﾒﾒ�
定及■別客 
科び船連 

孝一 ��r�
貸､ 仭2��ﾒ�

莱. 

費L 

r_､車 
-I- �8ｸ4ﾂ�

I一■■一一 迭ﾙzSｲ�

円′ 

てこ一′ J=目 星当 
ヽ 九 

⊂⊃ 
⊂⊃ 

円 

~′ヽ ������
､プこ 

⊂⊃ 
⊂⊃ �)>�怩����佝��,"�

円 

九 

プこノ 

⊂⊃ 
⊂⊃ 丶�b���
円 

一恵芸 ブこ■ー 

⊂⊃ 
⊂⊃ 

円 

三
朝
町
条
例
弟

事

　

　

･

▲

～

+

_

　

+

号

泰
会
の
論
点
の
報
酬
及
び
襲
用
弁
俵
に
馳
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

＼
藩
会
の
警
貝
の
報
酬
及
び
費
用
弁
俵
に
陶
す
る
条
例
(
胎
和
三
十
一
年
三
執
町
条
伽
幾
十
九
阜
)
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
0

別
表
　
(
第
g
i
条
触
係
)
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(
施
行
期
日
)

こ
の
条
例
は
､
昭
和
五
十
四
年
七
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
｡

(
経
過
措
置
)

改
正
後
の
議
会
の
諌
負
の
報
酬
及
び
襲
用
弁
仮
に
敵
す
る
条
例
別
表
の
規
定
は
'
昭
和
五
十
四
年
七
月

盲
(
以
下
ー
｢
施
行
日
｣
と
い
う
｡
)
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
及
び
施
行
日
前
に
出
発
し
､
か
つ
､
施
行

日
以
後
灯
完
了
す
る
旅
行
の
う
ち
施
行
日
以
後
の
欺
問
に
対
応
す
る
分
に
つ
い
て
適
用
し
､
当
該
旅
行
の

う
ち
施
行
日
前
の
勘
尚
に
対
応
す
る
分
及
び
施
行
日
前
に
完
了
し
た
施
行
に
つ
い
て
は
､
夜
か
従
前
の
例

に
ょ
る
｡

t･

∵

-

,

I

写

　

　

　

ヽ


